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和美 野口: おはようございます。 本日もよろしくお願いします！
Hayahiko Okugawa: おはようございます！よろしくお願いします！
知代 遠近: おはようございます！ 今日もどうぞよろしくお願いします。
和美 野口: 名和先生！楽しみです。
RYOTA FUJINO: CULTIBASEはまさにそうだなと思いますね
和美 野口: CULTIBASE
Hayahiko Okugawa: 初期のTwitterはそんな感じでしたかねー
RYOTA FUJINO: 東京都のコロナウイルスの統計出してたやつはそれっぽかったですね。オープンで
RYOTA FUJINO: オードリー・タンさんが参加していた
知代 遠近: 最近の文房具界は、そんな気がします。
知代 遠近: きのこたけのこは、投票で販売するお菓子を決める！とかしてましたね。
RYOTA FUJINO: そういう意味ではOSSはみんなそうかもしれませんね。ユーザー自身が手を入れることができる
Hayahiko Okugawa: ぼっち…
知代 遠近: クリぼっちのぼっち…
Hayahiko Okugawa: 最近は、ぼっちざろっくのイメージが強いですw
masaki nakamura: ぼっちは好ましくない・・・

知代 遠近: ぼっちになりたくてなっているのか🤔

和美 野口: 先日の「すべては1人から始まる」の内容の逆観点的な・・・？
Hayahiko Okugawa: 野口さん、僕もそれちょっと思いました
CULTIBASE: ユーザー・イノベーション・オンラインの定義について！

CULTIBASE: よう先生は、イノベーションの定義はかなり広く捉えられています✍

和美 野口: 「些細なイノベーション」にもっと目を向けることも大切ですね。

CULTIBASE: そう思います💪↑

masaki nakamura: オープンイノベーションの一つの領域？
RYOTA FUJINO: フォーカスグループでアイデアを集めると、メンバーの同質性によるものか、あまり実がなかったことを思い出しました。確かにオンラインだとコストも低いし、多様性が担保できそうな気もします。一
方で、SNSなどを通じると今ではフィルターバブルがあって多様性を担保するつもりが同質的になるという罠もありそう
RYOTA FUJINO: コミュニティというのは確かに。継続的に意見を求められる環境というのはオンラインならではですね。
井上友幸: オンラインで集まる声にも偏りがある可能性がある、という観点はたしかにありますよね
RYOTA FUJINO: 今だとAIに学習させる・・・みたいなのもバザールモデルになりつつありますね。
RYOTA FUJINO: 進化論みたいですね。バザールモデルにより、多様な探索が行われ、それぞれをプロダクトにするコストが下がっている現在では、それぞれがリリースされて自然選択によってより良いものが生き残って
いく
和美 野口: セキュリティリスクへの対策なども考えておく必要がありそうですね。
Ryouta Watanabe: ユーザー参加の場をどのように規定するかも重要ですね。会員のみにすれば情報秘匿性は高まるものの同質性が高まってしまう。逆に全公開すると多様なユーザーが議論に参加できるが、ライバル企業
にも情報を展開することになってしまう。
RYOTA FUJINO: 「どんな人たち」っていう多様性に着目するだけでなく、「どんな人とどんな人」という関係性にまで踏み込んで何をするのかというネットワークに着目するの、CULTIBASEっぽい
masaki nakamura: オンライン型の研修で社外の人が参加しているとちょっと視点が変わるっていうのはありますね。
Hayahiko Okugawa: 陰キャ…
RYOTA FUJINO: 社内のエリート集団が議論して出した「さいきょうのあいであ」よりも、いろんな社員が意見を出し合ったものの方が魅力あるというのはなんかわかる
RYOTA FUJINO: 同調圧力への耐性w
Hayahiko Okugawa: 同調圧力に耐性あるかなぁ
Hayahiko Okugawa: そこ気になりますよねw
RYOTA FUJINO: ボッチが異質な情報を持つ理由として、周辺にいるから外との距離が近いというのはあるのかな
知代 遠近: 同調圧力に耐性があるから、ボッチでも平気なワタクシw
Hayahiko Okugawa: 俯瞰しやすいポジションかもしれないですね
井上友幸: 僕自身、「陰キャ」「ボッチ」の言葉イメージに引っ張られがちだったのですが、ネットワークの周辺的なイメージの人と捉えていただくと理解しやすいかもしれません！
Hayahiko Okugawa: ぼっちはネット上の友達がストロングタイかも？
masaki nakamura: StrongTieの周辺に一番同調圧力があるんじゃないか？同化している人はもう同調する必要はないし。
Hayahiko Okugawa: 周囲というキーワードから、越境を想起しました
章 関: ボッチは多数の人はとつがっていない人みたいなイメージ
Hayahiko Okugawa: 組織におけるマイノリティが、ぼっちと言いたい？
masaki nakamura: 中途半端な関係性の時が一番、空気を読むと思うけどな。
Hayahiko Okugawa: 忖度が発生するかどうかですよね
CULTIBASE: 人はいろんなコミュニティ・組織・ネットワークの中にいるのでどこかの組織を対象としたときの周辺にいる存在＝ボッチ、と捉えるとよさそうかな、と思います！（その人がほかの組織で中心に来る可能性
もありますよね）
章 関: 周囲の人たちがボッチとどのように関わるかは重要かもしれないですね

CULTIBASE: ↑まさに、ここ後ほど議論したいと思っています💪

masaki nakamura: コアグループに面白がりの人がいないとボッチの意見を拾えないと思うけど。
Hayahiko Okugawa: ファクト認識みたいな話なのかな
Hayahiko Okugawa: ぼっちが客観性を担保するとか？
RYOTA FUJINO: ボッチの意見を入れるのではなく、ボッチの視点を入れるというのが大事なのか
RYOTA FUJINO: 多様性の科学で書かれていた「盲点をなくす」みたいな話ですね
RYOTA FUJINO: これを組織で実現しようとすると、自由なポッチグループに対して不満を持つ団結グループ。優遇される団結グループを冷ややかに見るボッチグループみたいな対立構造になりそう。お互いへのリスペクト
をどう創っていくか・・・組織開発的な問題になりますね
Hayahiko Okugawa: それパラドックス的ですよね
RYOTA FUJINO: そう！まさにパラドクスだし、今映っているブリッジの役割が重要で難しい
Hayahiko Okugawa: ぼっちはぼっちであり続けるの？というのも気になります
知代 遠近: ボッチだったのに、気づけばブリッジに…もありそう。その逆も。

Hayahiko Okugawa: 庵野さんの場合、絶大な信頼がベースにあると思う
RYOTA FUJINO: これすごくわかる。教えると同質化が進む。
RYOTA FUJINO: 庵野さんへの信頼もそうですし、庵野さんも信頼して「yes、no」だけを返しているという
RYOTA FUJINO: 僕は核も触手も本質的には「陰キャ」だと思いました。okugawaさんが言う通り、状況に応じて核と触手は入れ替わるのではないかなと
RYOTA FUJINO: ブリッジだけが「陽キャ」
masaki nakamura: ブリッジだけが「陽キャ」なるほどー！
章 関: 関係性の固着化ですね。
章 関: マネージャーのハンドリングは難しいですね。
Hayahiko Okugawa: 聞く姿勢、言える姿勢を担保しておくってことですかね

CULTIBASE: 核とボッチはつくれるが、ブリッジは「つくる」のが難しい。なので雰囲気をつくって待つほうがいいのでは✍

CULTIBASE: 参加者のみなさんすみません、このあとお話ししますが5~10分ほど押しそうです！🙇

CULTIBASE: 動画はもう終わります！
章 関: マネージャーがブリッジの役割を引き受けているケースは多いのかなあ。。。
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知代 遠近: 陽キャでもボッチいそうだけどなぁ。ボッチ=群れない人のイメージ🤔

RYOTA FUJINO: 良し悪しではなく「問いをアップデートできるか」という評価軸面白い
RYOTA FUJINO: 核がボッチの活動を「成果」にしたくなる欲求をどう封じ込めるか
知代 遠近: リフレクションシートのURLください！
CULTIBASE: リフレクションシートこちらです！
CULTIBASE: https://forms.gle/ikyT89rxUXds4d5eA
CULTIBASE: おそくなりましたmm
澤田 勝士: 久しぶりに参加させていただきましたが、創造的なマインドになれるこの時間に感謝です。ありがとうございましたm(__)m
知代 遠近: 組織の中で誰か聞いてもらえる人がいるとほっとする
Hayahiko Okugawa: 分人っぽい役割転換かー
章 関: 越境者同士のネットワークだと、そこで閉じていっちゃう可能性が気になる。。。コミュニティをつなぐデザインは必要なのでしょうね。
RYOTA FUJINO: 会社の中に複数のコミュニティっていうのは賛成です。マトリクス構造のように複数の構造を同居させるのではなく、一つの構造の中でそれを無視した複数のコミュニティが存在している状況がいいなと
思っている
知代 遠近: 同質性が高過ぎると、目的より組織の事情に目が行きがち。。
平山 猛: 本日も有難うございました！
和美 野口: ありがとうございました！
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